外来・通所チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	
	
	


平成２４年　１月　１９日(木)　　　　司会：李　蘭　　記録：上野　葉子

	島守
	小泉
	山田

（忍）
	李
	菅原
	上野
	柴田
	服部
	木村
	相内
	大谷地

	忌引
	業務
	業務
	○
	業務
	○
	○
	業務
	○
	特休
	○

	川井
	高森
	松川
	佐々木
	
	
	
	
	
	
	

	○
	○
	業務
	○
	
	
	
	
	
	
	


· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）する事
＜連絡事項＞

・庶務より、電話料金に関する指摘のメールが入っている。30分の通話につき1000円料金がかかる為、1回の通話は2～3分以内にし、電話の時間は必要最小限に抑えること。

・1/30（月）青陽館の施設巡視あり。普段から環境整備を心がけること。

＜業務改善＞

○環境整備

・男性トイレ掃除用の雑巾を、モップにセットして床掃除に使用できるようにしている。

　⇒悪臭が気になる為、毎日ナイトスタッフが帰宅前にハイター消毒しておくようにする。

・流し台の排水口（網の奥）は、カビやすく悪臭に繋がる為、最低週2回（水・金）は掃除する。

・ＩＴキッチン台の下段は、最低週１回（金曜日）にナイトスタッフが掃除すること。

・廊下やトイレ、階段の手すりは定期的に掃除を行うように組み込んでいく。

○新書式検討

・1/16　情報収集シートの変更起案書、基準手順書を作成。現在修正中。

○プログラム検討

・2月プログラム計画書、本日中に提出予定。

＜利用者様情報＞

・山田　健次様～兄様に携帯電話を買ってもらったとのことで、スタッフに報告している。また、兄様が部屋の食料の残りを見ながら、頻繁に買い足してくれているとのことで、食事に困ることはないとのこと。本日は、路面状況が良いと思ったとのことで、自主的にデイケアに来所している。

・高田　マキ様～家族や利用者との関係でトラブルがあり、考えていると頭痛がするとのこと。本日も頭痛を訴え、「スッキリさせたい」とプログラム中もスタッフに話しかけている。家族からは、金銭や物をせびられるとのことで、ビールをお土産に持っていったら、兄様に「もっと持ってこないか」と言われた為、腹がたったと話す。相手は冗談で言ったのではないかとスタッフが説明するが、考えを曲げることはない。また、詮索や干渉をされるのが嫌だとも話す。自分が思っていることを上手に伝えたり、距離を置くことが出来るよう、ＳＳＴで練習したものを実践するよう促している。

また、4月から八戸クリニックに通院し禁煙外来を始めたいとのこと。日程の詳細は分からないとのことで、デイケア利用日にかぶらないように出来るだけ調整したいと話している。

・宮　　陽子様～本日急遽外来受診をすることになった為、デイケアは欠席したいと訴えあり。実際に外来には顔を出しておらず、予約も入っていない状態。担当スタッフが電話をし、状況確認することとしている。

・久保　興介様～うみねこ幸房利用後、話したいことがあるとデイケアに来所している。「幸房での仕事量が多く、自分の限界を感じている」「余裕がなくなると、頭の中で暴力的なことばかり考えてしまう」と話されている。愚痴ではなく、「疲れた」という自分の思いを表現することで溜め込まないようにしたいと話されている。「こういうのは青明舎に話した方がいいんですよね」と話す為、話しやすい場所で表現できれば良いのではないかと説明している。また、自分の問題に向き合い、成長出来ていることを評価。本人、笑顔で帰宅している。

・繁名　和恵様～朝、本人の来所が無い為、スタッフから電話連絡している。「おなかが痛いから、あっためてからデイケアに行く」と話すが、昼になっても来所せず。12：10本人より電話連絡があり、「あと30分したら行きます」と話すが、来所はない。本人に安否確認を行っていくとともに、単身生活をしてから不調での欠席を続いている為、生活状況の振り返りを行っていく。

・巴　　勇樹様～「調子が悪い」「具合が悪い」の一点張りで、朝から静養室で休まれている。昼食は全量摂取しており、喫煙も行っている。昨日の外来時、駐輪場付近にある灰皿でシケモクを行っていることあり。本人の調子を見ながら、プログラム参加や、行動の振り返りを行っていく。

・久保　清美様～頭を抱えて座り込んでいることがあり、「頭が痛い」と訴えている。昨日、21時～翌3時の計6時間睡眠だったとのこと。普段は、3時に目が覚めても再入眠出来ていたと話す。横になって休んでいるよう促している。体温35.5℃、食事・プログラム参加は出来ている。

・鈴木　茂子様～昨日、外来受診時に「仕事をしたい」と訴えがあったと情報あり。担当医からは、まずはうみねこ幸房利用から始めてはどうかと説明されている。就労希望する理由としては、「お金とかじゃなくて、今のうちにしか仕事出来ないから」と本人話す。物のやり取りや馴れ合いにならないかとスタッフから確認すると、「幸房は厳しいから大丈夫」と本人話している。

　　　　　　　　現在、「足が痛い」と話し、エアロビクス参加を拒否しているが、卓球は問題なく行っている。そのことを指摘すると、「参加します」と話している。また、幸房利用するのであれば、デイケア利用への移行も考慮することを伝えると、「デイケアはうるさくて嫌だ」と拒否している。

　　　　　　　　今後、青山荘と相談し、ケア会議を設けて今後の方針について話し合っていく。

・前野　義勝様～昨日、ナイトケアを欠席しているが、欠席理由は曖昧に濁している。時間を置いて再度電話連絡あり、「水道が凍結して修理をしたから、夕食代を浮かせたかった。サンデーに凍結予防グッズを見に行っていた」と話している。きちんとした理由があるのであれば、曖昧にせず伝えてほしいことを説明していく。

＜事例検討＞

下口　政子様（34）女性　主病名：統合失調症、精神遅滞　利用期間1年7か月（週2回・月火）

検討内容　治療計画の評価・見直し

長期目標：①アパート暮らしをしながら、仕事がしたい。

②病状と身体悪化を防ぐ。

中期目標：①土日に家事が出来るようになりたい（特に掃除）。

②病状に変化がある際はスタッフに自ら相談出来るようにし、体重74ｋｇを目標に運動を心掛ける。

短期目標：①最低、週１回部屋の片づけをする。

②スタッフと関係性を築くために自ら話し掛ける。

③1ヶ月-1ｋｇを目標に運動は体を大きく動かし、晴れている時は八戸駅から歩いて通所に通う。

治療計画：①部屋の掃除状況を確認し、週に１回はCDや雑誌等散らかっている物の整理整頓を行うよう声掛けをする。来所した際に確認する。

②本人が話し掛けられる環境をスタッフが提供する。

③八戸駅から通所まで歩いて来たかを確認し、運動時の動きが小さい場合は声掛けと個別指導を行う。冬期間の運動方法について、本人と一緒に検討していく。

本人の状況

1 について

・部屋の片づけが出来ないという。掃除を行ったかと声かけをするが、「やってみる」と話し、その後、掃除を行ったという報告はない。

・バッグの中が煩雑になっており、貴重品がすぐに取り出せず、どこに入れたか分からなくなっていることがある。

2 について

・スタッフから声を掛け、生活状況の確認を行っている。

・幻聴がある時や被害的考えが浮かぶ時など、体調が悪い時は、自分からスタッフに相談することが出来ている。

3 について

・天候不良時や、寒くて路面状況が悪いときはバスを利用して来所している。それ以外は、八戸駅までバスで、駅からデイケアまで歩いて通っている。帰宅時はデイケアから自宅までバス利用。

・体重78㎏。週末の昼は外食で済ませており、夜は麺類を食べることが多いとのこと。

その他

　　・身だしなみの不十分さが目立っている。

⇒入浴・洗髪は行っているが、地肌に脂汚れがついており、十分に洗えていない様子。

⇒着用している衣類はサイズが合っておらず、キャラクター物であることが多い。体重60㎏まで減量していた頃は、シンプルでおしゃれな服を着て楽しんでいた。

⇒他者やスタッフに、メイク・ヘアメイクを施して貰い笑顔を見せることがあった。おしゃれには興味が強い様子。

検討結果

・治療計画①～③については、継続の必要性あり。

・治療計画④として、本人の興味を引き出せるような、身だしなみ・整容面へのアプローチを入れていく。

＜外来情報＞

・上久保善郎様～採血の結果は問題ないと説明している。

・山田　吉夫様～2/16精神薬の血中濃度を調べるため採血を行う。

・柳町　信之様～テレパシーがひどくなることはないと話す。

・中居美津子様～胃部不快感があるとのことで、ＦＫ散が処方となっている。

